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平成１９年３月期 決算概要



平成１９年３月期の総括

売上高は堅調に推移した民間設備投資の影響や提案
型営業の推進、新たな子会社の連結効果、価格改定の
効果などにより増収となり、過去最高の売上高を計上い
たしました。

損益面では、原油や素材の高騰やタイバーツ為替
レートの高騰、のれんの償却といったマイナス面はあり
ましたが、原価低減や生産効率化の効果に加え、関係
会社が順調に推移したことにより増益となり、経常利益、
当期純利益共に過去最高益を計上いたしました。



平成１９年３月期の連結貸借対照表

（単位：千円）

前期 今期 増　　減　　額

流動資産 4,127,102 5,149,523 1,022,421
有形固定資産 1,707,559 1,838,588 131,029
無形固定資産 10,028 150,441 140,412
投資その他資産 2,256,790 1,932,460 △　　324,330
固定資産 3,974,378 3,921,490 △　　52,887
資産合計 8,101,480 9,071,014 969,533
流動負債 1,123,097 1,423,170 300,072
固定負債 419,660 453,753 34,092
負債合計 1,542,758 1,876,924 334,165
純資産合計 6,558,721 7,194,089 635,367
負債純資産合計 8,101,480 9,071,014 969,533



平成１９年３月期の連結損益計算書
（単位：千円）

前期 今期 増　　減　　額
売上高 5,482,462 6,495,779 1,013,317
売上原価 3,078,620 3,718,456 639,835
売上総利益 2,403,841 2,777,323 373,481
販売費及び一般管理費　   　 1,802,933 2,015,389 212,456
営業利益 600,908 761,933 161,024
営業外収益合計 269,978 270,103 124
営業外費用合計 30,448 20,369 △　　10,078
経常利益 840,439 1,011,668 288,886
特別利益合計 37,695 1,589 △　　36,106
特別損失合計 4,964 13,098 8,133
税金等調整前当期純利益 873,170 1,000,159 126,989
法人税、住民税及び事業税 288,500 335,841 47,341
法人税等調整額 7,283 23,072 15,789
当期純利益 577,387 641,245 63,858



売上高の推移
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経常利益の推移
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過去最高益を計上しました。



１株当たり配当の推移
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１株当たりの当期純利益の推移
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１株当たり純資産（連結）の推移
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平成２０年３月期 業績予想



平成２０年３月期業績予想

（単位：千円）
今期 来期予想 増　　減　　額

売上高 6,495,779 6,720,000 224,221
営業利益 761,933 710,000 △　　51,933
経常利益 1,011,668 1,000,000 △　　11,668
税金等調整前当期純利益 1,000,159 1,000,000 △　　159
当期純利益 641,245 650,000 8,755



平成２０年３月期業績予想の概要

連結売上高：以下のとおり増収を予想しています。
民間設備投資の好調持続による売上増加
提案型営業の更なる推進
積極的な拡販活動
（営業所の開設、キャラバンカーの全国配備など）

経常利益：売上高は増加しますが、以下のとおり今期並みの利益
を予想しています。

素材価格の高騰および高止まり
タイバーツ為替レートの高騰および高止まり

当期純利益：今期並みの利益を予想しています。



売上高の推移
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５期連続の増収を目指します。
連結、個別共に過去最高の売上高を予想。



中期７年計画について

２００５年４月に中長期７年計画を策定いたしました。
これは当社が今後も長期的で持続的な成長を続けら
れるよう目指すものであります。
この計画の骨子としましては次の４点を基本としてお
ります。
１．新製品開発
２．市場占有率の向上
３．海外市場での販路拡大
４．社内教育体制の強化

現在のところ順調に推移しております。



企業理念

フェア ビジネス
Y’s a Business of Fair Endeavor


